
ヤマハハコの変種。茎は叢生するが、中部で分枝しない。葉は細くて幅2-6mm。西日本ではヤマハハコに
代わって山地の頂上付近にある。

1994年以降まったく確認されておらず、絶滅に極めて近い状況である。2020年版でCランクからAランクに
変更した。

山地の草原の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Anaphalis  margaritacea  (L.) Benth. et Hook.f. var. angustifolia

(Franch. et Sav.) Hayata

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

本州（福井県・愛知県以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ホソバノヤマハハコ
環境省ランク… －


